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１．研究計画の概要 
 本特定領域研究では、植物メリステムの形

成と維持、メリステムの機能転換及びメリス

テムからの器官形成を支えている制御系を、

転写因子、低分子 RNA、新奇なペプチド性リ
ガンド分子、クロマチン構造の変換に関わる

因子などを基軸として研究する。さらに、こ

れらの過程をより高次な立場から支配して

いる制御系（統御系）を解明し、植物発生の

包括的理解をめざす。また、この分野の次世

代を担う若手研究者を養成する。本総括班で

は、以上のような目的を遂行するために、研

究方針の策定、研究達成度の評価、班員間の

研究連携の推進、班員間の連絡と企画調整、

国の内外の研究状況の調査・情報収集、シン

ポジウム等を行い、特定領域研究を推進する。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまでに、本領域研究の運営スタイルを

作り上げつつある。 
(1) 本特定研開始年度である平成 19 年度に
は、立ち上げのためと、公募研究募集のため

に、公開シンポジウムを 9月に、計画班員に
よる成果報告会を 1月に行った。また、採択
早々の 9月にはホームページを立ち上げ、本
特定領域研究の内容の普及に努めた。このホ

ームページは頻繁に更新しており、かなりユ

ニークなものである。 
(2) 平成 20年度には、力量のある若手を中心
として 30 名の公募班員を迎え、総合的に領
域研究をスタートした。７月には、計画発表

会を、秋には若手ワークショップと共催シン

ポジウムを、１月には成果報告会を行った。 
(3) 平成 21年度には、再度公募研究をつのり、
34名が決まった。7月に、4日間の「夏の研
究会」を全員泊まり込みで、長野県大町市「レ

イクビュー白馬」で開催した。これには平均

すると、班員の２倍以上になる 94 名が参加
し、植物の発生の特徴について議論した。秋

には、若手ワークショップと共催シンポジウ

ムを、1月には、成果報告会を開催した。 
 この間、毎年 2回ずつの総括班会議を行い、
成果の評価、次年度の方針を議論してきた。 
(4) 我々の総括班では次の 4 つの活動を定着
させてきた。① 領域研究としての研究者間
の連携を推進し、少なくとも計画班員の間で

は全員が、研究材料や技術情報の交換を含む

共同研究を進めている。② ホームページを
用いて、毎年 2回の研究（論文）成果の迅速
な公表を行ってきた。また、ホームページで

は、班員の成果の新聞報道など、種々の班活

動も公開してきた。③ 院生やポストドクが
企画・運営する若手ワークショップを毎年開

催し、若手自身による研究成果の議論の場を

提供してきた（毎年 80名以上が参加）。④ イ
メージングに関する奈良先端大との共催シ

ンポジウムを 3年間継続し、その分野の革新
的技術について集中的に理解を深めてきた。

これは次の後半の３年に向けて大きな力と

なるであろう。 
 以上のような成果は、領域研究の発展の重

要な基礎となると考える。 
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３．現在までの達成度 
 前半３年間で、本領域研究の基本的運営ス

タイルを構築できた。全体としては、おおむ

ね順調に進展してきたと評価される。これに

より、研究の連携も、若手研究者の育成も、

革新的技術の開発・取得も総合的に発展する

目途がついた。今後は、成果の公表をユニー

クなホームページに加えて、新しい試みもす

る予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 これまで、発展させてきた基本方針を堅

持・発展させる。植物の発生分野において、

最先端の研究を発信することを第一の目標

にすることは言うまでもない。その上に、 

(1) 領域内連携の一層の推進、(2) 研究成果

の迅速な公表、(3) 若手育成、(4) 革新的技

術の開発と利用を、推進する。例えば、(1) と 

(3) に関連した、若手を中心にした新分野開

拓のための研究会などを計画している。また、

(2) に関連して、他分野の研究者に対する情

報発信や一般の人に向けた公開シンポジウ

ムを予定している。(4) に関連して、革新的

技術の保持者を種々の研究室が積極的に招

待し、技術の発展を目指す。 
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